
ごあいさつ

能登半島地震から半年が過ぎましたが、未だ復旧が叶わない地域が多くあります。一日でも早い日常が戻ることを祈
るばかりです。また今年も線状降水帯の豪雨で被害が発生しています。防災、減災の必要性を
再認識しながら、特に命を守る行動と自助の事前準備の重要性を市民と共有したいと考えています。
コロナ5類移行後、少し人口が戻りました。経済、子育て、生活利便性向上など、より充実し住みたい

住み続けたいと「選ばれるまち」になること
が重要と考えます。
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□常任委員会：建設委員会
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さて６月議会では、報告案件９件、単行議案７件、
条例議案４件、予算議案３件が提案されました。補正
予算では、物価高騰対策の低所得者対策に１５億円余
高校生世代の通院医療費助成の準備予算などが可決さ
れました。経済成長を促し、にぎわいをつくり、定住促進を
図る必要があると考えます。健全財政を維持しながら、市民
サービスを向上させ、「やっぱり刈谷市だよね」と言われる、
持続可能な社会を目指します。

足元と中長期的
課題をしっかりと
解決します

補正予算説明

NO 主な事業とその概要
事業費

（千円）

1

物価高騰対応重点支援給 付金支給事業
　経済対策の一環としてエネルギー・食料品等の価格高騰による低所得世帯等の負担軽減を図る為、低所得世帯1世帯あ
たり10万円、18 歳以下の児童を扶養している世帯は児童1人あたり5万円を 加算し支給する。加え、定額減税しきれな
いと見込まれる方へは、別途計算式にて金額を決め支給する。

1,544,858

2
高校生世代の通院医療費助成準備事業（新規）
　子育て支援策の一環として高校生世代に係る医療費負担の軽減を図るため、令和７年度から新たに通院医療費を助成対
象とする為、システム改修と対象者に対し申請書及び受給者証を送付する。

14,062

3
子ども科学教育研究全国大会開催事業（新規）
　２０２３年度ソニー子ども科学教育プログラムの論文募集で、刈谷南中学校が最優秀校に選出され、研究成果を発表す
る全国大会が同校にて開催されるため、その経費の一部を補助する。開催日：令和６年10月25日（金）

1,000

4

（仮称）逢妻川河川敷運動広場整備事業（拡充）
　利用者の利便性の向上を図るため、（仮称）逢妻川河川敷運動広場内
に河川増水時などの緊急時にクレーン等で地上部の移動が可能な、
水洗トイレ（ 男子（小２、大１）、女子（大２）、多目的（大１） 合計６穴）を整備する。

70,548
（拡充分）

歴史博物館体育館

亀城グラウンド

逢妻川過去から亀城グラウン
ドのトイレ改善、水道
設置など改善要望 河川内で固定物の設

置が困難なため、水洗
トイレが設置できず

可搬式で県より認可
利用者へのサービスと
衛生面の飛躍的向上
※市の対応に感謝！

一歩前進！

（人）
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刈谷市人口推移



６月議会トピックス(抜粋）

くらしの相談

（１）刈谷市子ども医療費支給条例の一部改正についてついて・・R7/4～

（改正内容） 高校生世代（１８歳年度）の入院以外の医療負担を実費負担が無いように条例を改正
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（相談１）
汚水のような悪臭がすることがある
（回答）
市営住宅合併浄化槽からの異臭と
思われる。年度内に設備入れ替え
など改善する

≪ごみ捨てルール≫ 刈谷市は、ごみの分別に力を入れていま
す。市民のモラルも高いと思っています。最近の燃えるゴミの捨
て方が大雑把であり、春先に良くカラスにやられていました。
かなり生ごみが散乱して、不衛生でした。地区役員と回収業者
の手間となります。黄色いネットだけでもしっかり掛けましょう。

高校生までの

実質医療費負担

ゼロ！！ 同じ健康保険料を

支払っても、在住市に

よってサービスが異なる

保険料がアップする？

健康保険組合

協会健保などの

理解得られる？

会派の見解

国の統一施策として
実施すべきと主張。
自治体間の不公平
健保などの負担増
を懸念している

しかし・・

不公平？

結局負担増・・？

Q：市も実施について慎重でしたが、医療費補助の拡充に舵を切ったのは何故？
A：今まで、地方自治体の単独で医療費助成を行うと国民健康保険の国庫負担が減額されていたが、令和６

年度より18 歳年度末までの子どもの医療費助成に係る減額調整措置が廃止された。また、県内において
令和６年４月１日現在、７割（38/54）の市町村助成を実施。
今後も増加予想であり、逆に刈谷市民の不公平感が強まると考えたため

Q：過去から健康保険組合や国民健康保険への負担増加を懸念。対象の団体に対して確認は？
A：「財政力のある刈谷市が高校生世代の通院助成を開始することはやむを得ない」と、一定の理解を得る

健保財政は赤字が続いており、保険料率の引上げ改定を実施または検討している保険者が多かったが、
赤字の要因として国への納付金の財政負担が大きいとの意見あり。複数の保険者から
「不必要な医療受診を助⾧させないこと」との意見があり、医療費の適正化について周知していく。

Q＆A

①刈総救急病棟予定

②（仮）たまち公園

（２）たまち公園（仮称）の整備について

①刈谷豊田総合病院
救急病棟の建設

②現在の住吉テニスコートと
神田テニスコートを移設。
「たまち公園」として新たに
公園機能とテニスコート
６面設置する。

・屋根付き観覧席
・約４０台の駐車場
・公園エリアは芝生広場
健康遊具の設置など

駐車場

テニスコート
芝生広場

屋根付き
観客席

（相談２）
野田西場割交差点の舗装が
ひどく大変危険
（回答）
市と県議経由で県担当部へ舗装
の申し入れ。８月工事完了目途で
再舗装計画をして頂きました

②①


